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＜第 38 回 SSH サイエンスフォーラム＞ 報告 
 

実 施 日  ５月 10日（火）５・6 時限 13：40～15：40 

実施会場  各HR（オンライン講演会） 

演  題  「はやぶさ２が挑んだ世界初のサンプルリターンミッション」 

講  師  宇宙航空研究開発機構 Japan Aerospace exploration Agency(JAXA) 

火星衛星探査機プロジェクトチーム 

主任研究開発員 澤田 弘崇 氏 
 
澤田先生のプロフィール 

1976年、長野県生まれ。博士（工学）。東京工業大学大学院理工学研究科機械宇宙システム

専攻博士課程修了。2004年、JAXA総合技術研究本部誘導・制御システムグループ。月・惑星

探査プログラムグループ開発員、「はやぶさ2」プロジェクト 主任研究員を経て、2019年よ

り現職。宇宙探査イノベーションハブ主任研究員を併任。 

https://www.isas.jaxa.jp/feature/interview/147.html                              

 
今回は、澤田弘崇先生にオンライン形式で JAXA か

ら講演していただきました。まず、長野市（北部中学・

長野高校）の出身という自己紹介から始まり、親近感が

湧きました。スライドや動画を多く用いた講演内容は、

とても分かりやすく、ドラマのように講演会が進んでい

って、内容に引き込まれていった生徒が多かったようで

す。 

講演内容は、はやぶさ２が挑んだ C 型小惑星リュウ

グウからのサンプルリターンミッションについて、打ち

上げからカプセル地球帰還までの 6 年間の軌跡を紹介

して頂きました。リュウグウでの岩石サンプルを採取する動画や、澤田先生が実際にオーストラ

リアでサンプルを採集する動画は、まるで映画のようでした。また、JAXA が開発を進めてい

る次のサンプルリターンミッションである火星衛星探査機 MMX の計画についても紹介して頂

きました。そして、最後には高校生・中学生への熱いメッセージをいただきました。 

高校生の時に、誰も行っていない事に挑戦しようと決め、宇宙に関する分野に進学して、10

年以上も試行錯誤を繰り返して、夢を実現させた澤田先生の講演は、私たちに希望を与えてくれ

ました。また、はやぶさ２のミッションは、もちろんチ

ームで行ってきたわけですが、全員が「自分がいなけれ

ば今回のミッションは成功できない」と思っていたとい

うお話は、とても心に残りました。次のミッションはす

でに進んでいます。澤田先生のこれからのご活躍にも期

待しましょう。 

講演会の最後の質疑応答では、質問が絶えませんでし

た。日本では、人を乗せたロケットを飛ばす宇宙開発に

関しては、研究費用の関係で進んでいない事や、研究に

関わる大変なお仕事ではあるがきちんと週休 2 日は確保

しているという事、JAXA には理系分野だけでなく文系

分野の方も就職されている事等を教えて頂きました。 



＜生徒感想 ・中学生＞ 
・澤田先生のお話でもあったように、「はやぶさ 2」

プロジェクトなど大きなことは一人ではできな

いので、みんなで協力して、限界までそして自

分が納得できるまで行動したい。MMXの実験に

将来携わってみたい気持ちがある。 

・小さい頃の夢だったことを大人になって挑戦し

続け、実現していてすごいなと思いました。話

を聞く前は「はやぶさ 2」「リュウグウ」という

言葉だけしか知らなかったけどサンプルを入手

するまでの過程や苦労などが具体的にしれてよ

かったし、宇宙について興味を持ちました。こ

のミッションは色んな人が協力し合ったからこ

そ成功したのだとわかり、みんなと協力し合う大切さを改めて知った。クレーターができてい

く様子が撮れたなど世界でも類を見ないようなことをしていてすごいなと思った。これから

「想像と創造」「志」「継続する力」「夢」を大切に生きていきたいと思った。 

・僕は澤田さんの話を聞いて NASA や JAXA に就く人は小さい頃から勉強熱心な天才だと思

っていたので、中学校まで水泳をしていたことに驚きました。また人生何が起きるのかもわか

らないし、沢田さんのように様々なことに挑戦して世界を知っていきたいと思いました。計

10年の月日をかけて遂行されたこのプロジェクトで 5.4ｇの砂や岩が取れたと聞いて最初は、

それだけしか取れないんかい。と思っていましたが、話を聞いていてその 5.4ｇ取れたことが

いかにすごいかを知り、自分の中の世界がまた広がった気がしました。僕ももう、将来のこと

について考えないといけない時期だと思いますので SSH の機会を大事にしたいと思います。 

 

＜生徒感想 ・高校生＞ 
・澤田さんのお話を聞いて、挑戦することは大切なこ

とだし、どんなことも挑戦しなければ、成功するこ

とも、失敗から学ぶこともなく「経験」が少なくな

ってしまうので自分が今知りたいこと、興味のない

こと、苦手なことにも積極的に学ぼうとする姿をあ

きらめずに取り組むことを大事にしていきたいと

思った。 

・はやぶさ 2 は良くテレビなどで放送されていたの

を観ていたけれど、詳しいことはほとんど知らなか

った。今回は実際にプロジェクトに大きく関わって

きた人のお話を聞くことができてとても貴重な経験になった。宇宙には興味があるので、また

この様なお話をお聞きしたいと思った。 

・初めての SSH フォーラムだったが、同じ長野県生まれである澤田さんの話を聞いて、たくさ

んの知らなかったことを知ることができた。宇宙には解明されていないことがまだまだたくさ

んあって、難しいが、写真や映像と共に、具体的に学ぶことができた。澤田さんも、大変そう

な様子、楽しんでいる様子が分かった。自分も将来の夢がまだ明確になっていないので澤田さ

んの生き方も参考になった。今からならまだどんなこともできると思うので、今回学んだこと

を生かして、また、色々なことに興味を持って、楽しく一生懸命、生きていきたい。宇宙に興

味があったので、貴重な話を聞けて良かった。澤田さん、ありがとうございました。 

・私は今まで本当に宇宙やそれに携わる人々について知らずに生きてきたので、今日初めて知る

ことがたくさんありました。その中でも特に驚いたのは、一つのプロジェクトにかかる時間と

携わる人数です。そんなに多いと思っていなかったのでびっくりしました。ですが同時に、ど

んな職業でもプロジェクトを行うのにかかる時間や携わる人はわたしが思っているより遥か

に多いのだろうと気付きました。なので、最後の大きなことは自分ではできない、チームは楽

しいという言葉がとても印象に残っています。この言葉を心に留めておきたいです。 



＜SSH ミニフォーラム＞ 報告 
 

実 施 日  ５月 24日（火）放課後１６：１０～１７：３０ 

実施会場  地学教室（3 棟 2 階） 

参加生徒  19 名（中学生も含む） 

講義テーマ 「SDGs 私と世界、今と未来をつなぐ」 

講  師  公立大学法人長野県立大学 

 大学院ソーシャル・イノベーション研究科 教授 

 グローバルマネジメント学部 教授 

 ソーシャル・イノベーション創出センター長  秋葉 芳江 氏  
 

昨年度に引き続いて、長野県立大の秋葉先生に

来ていただきました。SDGsの世界的意義や背景、

概要についての紹介が最初にありました。SDGs

という言葉は聞いたことがある生徒は多いと思う

のですが、その具体的内容について、時代背景や

日本の立ち位置を交えて教えて頂きました。この

新しい価値観に関して、欧米では当初から新しい

ビジネスのチャンスと捉えていたのに対して、日

本では環境問題あるいは外交問題としてしか捉え

ていなかったために、経済・産業全体としての初

動が欧米よりも遅れてしまったことや、長野県内

には世界が注目する企業が多く存在していること

を学びました。後半は、SDGsを意識した現物を手にとり、そこに記されているマークの意味を

調べる等して、身近な生活とのつながりを具体的に知ることができました。 

 

＜生徒感想＞ 
・素晴らしいご講演をありがとうございました。私

は SDGs は「環境保護」や「人権尊重」に関する

ものだと決め付けていました。そしてただの綺麗

事だとすら思っていました。しかし今日秋葉先生

のお話をお聴きして、SDGs とは世界中の課題を

まとめてチャンスを創り出し、新たなビジネスに

繋げるというものであるということを学びました。

今日学んだことをしっかりと一人一研究に活かし

ます。 

・SDGs がこんなに沢山の企業で取り組まれている

ことは驚きでした。日本は海外に比べるとまだまだSDGsが遅れていることもわかりました。

私たちの若い世代がもっと積極的に声をあげなければいけないし身の回りには以外に沢山

SDGsがあって簡単に取り組めるんだとわかりました。 

・SDGs と聞いたら、初めは、『環境』のことだと思っていました。けれど、実際には、『平和・

開発・人権』が先に決まって、その後、『環境』が追加されていることを聞いて、びっくり(た

めになった)しました。SDGs は、世界のルールチェンジということも覚えました。今の時代

は、『使い捨て』⇒循環型社会(サーキュラーエコノミー)に変わっていることを改めて確認し

ました。【SDGs はチャンス！】というフレーズを覚えて、これから生きていきたいと思いま

した。長野県でも、SDGs の取り組みは進んでいて、もう、身近に進んでいるんでいるんだな

と思いました。 

 



 

「科学オリンピック」に申し込みをしよう 

申し込み締め切り      選考会 

化学グランプリ    6 月 ８日（水）    7 月１８日（月・祝） 
     詳しくは HP やパンフレットをご覧ください。 

 

 

 

 

 

「サイエンススタッフ」を募集します 
 

「主体性・創造性に満ちた生徒育成」のため、また理数科対象の一部のプログラムに、普通科

の生徒も参加できるようにすることを目的に、「サイエンススタッフ」を組織しています。 

学年や学科等の制限はありません。（附属中学生も OK） 

具体的には、以下のような活動ができます。（他にも要望があれば取り入れます） 

 

・理数科対象の連携講座（アカデミックサイエンスなど）に参加することができる。 
    （※ただし一部のプログラムに限ります。また人数制限があります。） 

・ＳＳＨ事業の運営や、サイエンスフォーラムの講師選定などに携わることができる。 
                                      など 

興味・関心のある生徒は、地学研究室の SSH 担当大石まで申し出てください。 

（いつでも受け付けています） 
 

 
「屋代高校SSHのホームページ」 

SSH の 20 年の歩みがわかる HP です。 

活動報告の中に SSH 通信のページがあり、この arkhe もフルカラーで掲載され

ています。右の QR コード、あるいは下の URL よりご覧ください。 

https://yashiro.jpn.org/SSH 

 
 

 


